
６．運営
①設備：集会室・遊戯室等児童館活動を実施するための設備・備品を備える。
②運営主体：子どもの福祉や地域の実情を十分に理解し、安定した財政基盤

により、継続的・安定的に運営できるように努める。
③運営管理：利用する子どもの把握・保護者との連絡、運営協議会等の設置、

運営管理規程の定めと法令遵守、安全・防災対策等を行う。
職員については、児童福祉施設の設備及び運営に関する基準
第38条に規程する「児童の遊びを指導する者」の資格を有する
者を２人以上置くこと。

.

５．職員
①館長
運営統括、児童厚生員の指導、他組織との連携、相談・問題解決等に努める。
②児童厚生員
地域の子育ての実態把握、子どもの成長支援・援助、育成環境の整備、児童
虐待防止等に努める。

４．家庭・学校・地域との連携
①家庭との連携
・子どもの活動の様子等から必要がある場合は、継続的に援助・支援。
②学校との連携
・問題発生時速やかに適切な対応が取れるよう、情報交換と連絡体制を整備。

③地域との連携
・地域住民への情報提供や利用の働きかけにより、連携・協力関係を構築。

３．活動内容
①遊びによる子どもの育成 ⑤地域の健全育成の環境づくり
②子どもの居場所の提供 ⑥ボランティアの育成と活動
③保護者の子育ての支援 ⑦放課後児童クラブの実施
④子どもが意見を述べる場の提供 ⑧配慮を必要とする子どもの対応

２．機能・役割
①発達の増進
子どもと長期的・継続的に関わり、遊び及び生活を通して子どもの発達の
増進を図ること。

②日常の生活の支援
子どもの遊びの拠点と居場所となり、子どもの活動の様子から必要に応じ
て家庭や地域の子育て環境の調整を図ることにより、子どもの安定した日
常の生活を支援すること。

③問題の発生予防・早期発見と対応
子どもと子育て家庭が抱える可能性のある問題の発生を予防し、かつ、早
期発見に努め、専門機関と連携して適切に対応すること。

④子育て家庭への支援
子育て家庭に対する相談・援助を行い、子育ての交流の場を提供し、地域
における子育て家庭を支援すること。

⑤地域組織活動の育成
地域組織活動の育成を支援し、子どもの育ちに関する組織や人とのネット
ワークの中心となり、地域の子どもを健全に育成する拠点としての役割を
担うこと。

１．理念と目的
①理念：「すべて国民は、児童が心身ともに健やかに生まれ、かつ、育成され

るよう努めなければならない」という児童福祉法の理念に基づき、そ
れを地域社会の中で具現化する児童福祉施設。故に保護者をはじ
めとする地域の人々と共に子どもの育成に努めなければならない。

②目的：18歳未満のすべての子どもを対象とし、遊び及び生活の援助と地域
における子育て支援を行い、子どもを心身ともに健やかに育成する。

「児童館ガイドラインについて」（平成２３年３月３１日 厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知）ガイドラインの概要

○ 児童館の運営や活動が地域の期待に応えるための基本的事項を示し、望ましい方向を目指すもの。

○ 本ガイドラインを参考にして、常に児童館における活動や運営の向上を図る。

趣 旨
「児童館ガイドライン」の概要 社会保障審議会児童部会

第１回遊びのプログラム等に関する専門委員会
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